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現地説明会資料 （一財）長野県文化振興事業団  
長野県埋蔵文化財センター 

１．はじめに 

長野県埋蔵文化財センターでは、4月から塩崎 

遺跡群の発掘調査を実施しております。塩崎遺跡 

群は千曲川左岸の自然堤防上の遺跡で、南北 2㎞ 

東西 0.3～0.8㎞に及ぶ範囲に広がる遺跡です。 

今までに長野市教育委員会による調査が何度も 

行われていて、今回の調査地に隣接する伊勢宮遺 

跡では、縄文時代～中世の遺構や遺物が確認され 

ています。今年度のセンターの調査では、弥生時 

代中期～平安時代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、 

墓跡、溝跡などが多数確認されています。 

 

２．調査の概要 

所在地 ：長野市篠ノ井塩崎   

調査面積 ：6,000㎡（表面積） 

調査期間 ：平成 25年 4月 8日～11月 29日（予定） 

調査原因 ：一般国道 18号（坂城更埴バイパス）改築工事［国土交通省長野国道事務所］ 

今年度の調査で発見されたもの： 

 遺構 竪穴住居跡 50軒（弥生時代 22軒、古墳時代 13軒、古代 15軒） 

    溝跡    13条（古墳時代～中世）     

墓跡    11基（弥生時代～古代） 

    土坑  約 140基（弥生時代～古代） 

 遺物 弥生時代の土器・石器・玉類・土製品、古墳時代～平安時代の土師器・須恵器・土

製品・金属製品・玉類など 

 

３．説明会の見どころ  

①重なり合ってみつかった竪穴住居跡 

 現在の調査地では、弥生時代中期（約 2,000年前）から平安時代（約 1,100年前）の竪穴
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住居跡が約 50軒みつかっています。住居跡は何軒も重なり合っており、その広がりは調査

区の外側まで続いていると思われます。弥生時代の住居跡は調査区の西側の地区に多く、古

墳時代以降の住居跡は調査地全体に広がるという傾向はみられますが、かなり大きな規模の

集落が、約 1,000年もの間この地区に営まれていたことが分かります。 

 

 

②さまざまな墓跡 

今回の調査で、様々な形態の墓跡が多数みつかりまし 

た。地面に穴を掘って直接遺体を葬った土壙墓や、穴の 

底に石を敷き詰めた礫床木棺墓、墓の周りに溝を巡らせ 

た周溝墓などです。埋葬された姿勢や頭の位置などがわ 

かる人骨もみつかりました。骨の保存状態はあまりよく 

ないため、埋葬されていた人の性別などは、はっきりし 

ません。（右写真） 

また、調査区東側にある弧状の溝は古墳時代中期（約 

1500 年前）に造られた古墳の周溝と考えられます。 

周溝は、幅約２ｍ、深さは深いところで約 70cmあり、 

推定で直径約 18mの円墳と考えられます。この周溝か 

ら、多くの土器とともにウマの歯や骨がみつかってい 

ます。ウマは埋葬されたものではなく、死者を葬る際の 

マツリに用いられ、土器と一緒にまとめて捨てられたと 

考えられます。同じような状況で馬の歯や骨がみつかっ 

ている県内の遺跡には、飯田市物見塚古墳・寺所遺跡・宮垣外遺跡があります。周溝内でウ

マがみつかる古墳は、馬の生産や飼育に関係した人が葬られたと考えられていることから、

今回発見された古墳に葬られた人も同じことが考えられます。塩崎地区の近くでウマが飼育

されていたのかもしれません。 

 

 

③色とりどりの玉類出土！ 

竪穴住居跡や土坑の中から弥生時代～古墳時代の 

アクセサリーである玉類が 30点も出土しています。 

出土した玉類は、緑色（緑色凝灰岩製）や赤色（鉄 

石英製）・白色（メノウ製）の管玉、水色や紺色の 

ガラス小玉、水晶製の算盤玉、ヒスイ製の勾玉など 

色とりどりの玉類が出土しており当時の人々の装い 

の豊かさがうかがわれます。 
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